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　　住宅の平面構成に関する研究

その１　各地における建売戸建住宅の平面構成について
　　　　ノートルダム清心女大　家政（非）　上田恭嗣

【目的】住宅の平面構成は、家族関係の在り方や、子供の成長・発達に大きな影響を与え

る要因の一つであると考えられている。この報告は、各地で供給されている建売住宅の平
面構成が、地域によってどのように異り、特性があるのか、比較・検討することを、主な

目的としている。また、広告の形態・売込み文句の違いについても比較を行った。

【方法1 1992年12月から1993年6月までの期間に、横浜市（13社72棟) ■岐阜市(31社10

3棟）･奈良市（17社101棟）・岡山市（20社89棟）・松山市(23社114棟）の各市内で

配布された新聞折込み広告（新築の戸建住宅に限定・プレハブ住宅は除く）の内容を資料

として、階段の位置・個室化傾向・床の間の有無等、平面構成の特徴について調査した。
【結果】住宅規模としては、479棟中470棟は二階建であった。延床面積ではlOOrrf以下

の規模が横浜97,2％･松山65.8％と高く岐阜20.4％・岡山24.7%との格差がみられた。ま

た、販売価格では4000万円以下は横浜5.6％･奈良34.7％であるが、他地域では90％以上

が該当し、取得条件の違いが大きい。階段の位置に注目すると、玄関ホールに位置するも
のが各地ともlh％以上みられ、居間を経由する事例は、横浜・奈良に各1例みられるだけ

であった。二階の個室化傾向では、続き間タイプが岐阜で過半数を越え、他地域との違い

を示した。床の間については、松山・岐阜・岡山で95%以上設けられているが、横浜は23

.6%と少ない。仏壇入れの設置については、岐阜で70％近く見られ、他との違いが著しい
　広告については、地域によって掲示形態一表現方法に違いが見られ、謳い文句も地域に

よる格差が見られた。都市圏と地方圏との住宅供給に関する意識の違いが読み取れる。

　　　　　　　松山市における戸建住宅の平面に関する研究

　　　　　　　松山東雲短大　○佐々木ひろみ

　　目的　住宅の平面構成には地方性が現れるものであるが、ライフスタイルの変化による

　居住者ニーズの変化や。商品化住宅、工業化住宅といった住宅供給形態の普及、ハウジン

　グメーカーによる大量の住宅情報の流れのなかで、地方の独自性が希薄化している。本研

　究は。地方都市住宅の平而構成に関する研究として、戸建住宅を対象とし、そのmm。室

　数及び室植成の特徴を明らかにしようとするものである。特に、室構成のキーとして、座

　敷の形態、座敷とLDK空間との配置関係に着目し、住宅平而の類型化を試みる。

　　方法　松山市域配布の地方紙に掲載された戸建住宅の本紙広告及び折込広告から、平面

　図が記截されているものをセレクトし、重複がないようにした。収集期間は1 9 9 3年４

　月下旬から５月下句。収集した戸建住宅平面図は107プランとなっている。

　　結果　土地･ﾄ廸物の平均価格は3209万円、上物のみの平均価格は1976万円である。延床

　而積は90irf～llOin未満が全体の48.6%を占め, 90㎡未満の小規模住宅は12.1 %、150㎡以

　上の大規模住宅は10.3%,平均延床而積は110.5nfとなっている。間取りは4LDKタイプが

　62.6％と突出して多く、次いで5LDKの8.4%となっている。1.UKタイプがほぼ90%を占め、

　UKタイプは極めて低率である。LDK空間の構成はリビングダイニング型とリビングキッチン

　型に集中しており、両者の合計が80.3％に達している。平面の類型化においてキーともな

　る座敷の形態は、一閥座敷19.'i％、続き間座敷lb.<)に　座敷無し＼.1％となっている。続き

　間座敷は延床而積l50in以上の住宅で特に多くなっている。
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